
ハ
マ
ナ
ス
の
語
源

3
説
の
概
要

　
ハ
マ
ナ
ス
と
ハ
マ
ナ
シ
の
二
つ
の
和

名
は
、語
源
を
異
に
す
る
二
つ
の
説

に
起
因
す
る
。則
ち
、江
戸
時
代
中

期
以
降
、
ハ
マ
ナ
ス
の
語
源
は
そ
の

果
実
の
形
を
ナ
ス
に
擬
え
た
浜
茄
子

と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、武
田
久ひ

さ

吉よ
し

（
1
8
8
3
│
1
9
7
2
）
と
牧
野
富
太
郎

（
1
8
6
2
│
1
9
5
7
）
は
浜
梨
を
語
源

と
す
る
ハ
マ
ナ
シ
が
東
北
で
訛
っ
て
ハ

マ
ナ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
説
を
主
張

し
た
。
そ
の
後
、浜
梨
語
源
説
は
中

井
猛た

け

之の

進し
ん

（
1
8
8
2
│
1
9
5
2
、
東
大
教

授
他
）
、前
川
文
夫
（
1
9
0
8
│
1
9
8
4
、

東
大
名
誉
教
授
）
、 

新
村
出い

ず
る（
1
8
7
6
│

1
9
6
7
、『
広
辞
苑
』編
者
）
ら
に
支
持
さ

れ
、現
在
も
二
つ
の
和
名
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
昔
は
偏

平
な
丸
形
の
ナ
ス
が
好
ん
で
栽
培
さ

れ
て
お
り
、牧
野
の
説
明
は
文
献
的

裏
付
け
を
欠
く
こ
と
な
ど
か
ら
、植

物
語
源
研
究
家
の
深
津
正（
1
9
1
3
│

2
0
0
6
？
）
は
浜
梨
語
源
説
を「
客
観

的
事
実
と
は
言
い
難
く
、主
観
的
な

意
見
」
と
厳
し
く
評
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、筆
者
は
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
多
数
の
文
献
を
精

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
マ
ナ
ス
は

丸
ナ
ス
栽
培
地
域
の
北
陸
地
方
で

1
2
0
0
年
ほ
ど
前
に
生
ま
れ
た
ハ

マ
ナ
ス
ビ
か
ら
派
生
し
、
後
に
長
ナ

ス
栽
培
地
域
の
北
国
に
お
い
て
ハ
マ

ナ
シ
に
転
訛
し
た
と
い
う
波は

末ま

奈な

須す

ハマ
ナ
ス
と
ハマ
ナ
シ
、

二
つ
の
和
名
を
巡
って 

文
・
写
真  

姉
帯
正
樹

北
海
道
の
花
と
し
て
道
民
に
親
し
ま
れ
、ま
た
、新
皇
后
陛
下
の
お
印
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ハマ
ナ
ス
。

し
か
し
、ハマ
ナ
シ
を
正
式
名
あ
る
い
は
別
名
と
す
る
植
物
図
鑑
や
国
語
辞
典
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

筆
者
は
本
誌
前
号
の「
北
海
道
の
花
ハマ
ナ
ス
の
語
源
を
探
る
」で
、そ
の
原
因
と
筆
者
の
語
源
新
説
を
紹
介
し
た
。

本
号
で
は
そ
の
概
要
を
述
べ
た
後
、続
編
と
し
て
道
内
に
お
け
る
二
つ
の
呼
び
名
の
現
状
を
紹
介
す
る
。

続報
ハマナスの語源

比び

語
源
説
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

た
。従
来
の
浜
茄
子
語
源
説
を
支
持

し
、武
田
・
牧
野
の
浜
梨
語
源
説
と

は
全
く
逆
の
考
え
で
あ
る
。

ハ
マ
ナ
ス
の
普
及
と

ハ
マ
ナ
シ
説
を
採
る
文
献

　

北
海
道
の
花
は
ハ
マ
ナ
ス
で
あ

り
、1
9
7
8
年
（
昭
和
53
年
）
7
月
26

日
に
指
定
さ
れ
た
。石
狩
市
、稚
内

市
、
天
塩
町
、
寿
都
町
、
江
差
町
、

奥
尻
町
（
以
上
、日
本
海
側
）
、紋
別
市
、

雄
武
町
、興
部
町
、斜
里
町
、標
津

町
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
）
、浦
幌
町
、新
ひ

だ
か
町
（
太
平
洋
側
）
の
花
も
ハ
マ
ナ
ス

で
あ
る
。

　

1
9
8
9
年
（
平
成
元
年
）
に
北
海
道

で
開
催
さ
れ
た
第
44
回
国
民
体
育

大
会
は
、
は
ま
な
す
国
体
と
称
さ
れ

た
。
こ
の
例
に
限
ら
ず
、
行
政
及
び

一
般
的
に
は
ハ
マ
ナ
ス
が
普
及
し
て
い

る
。

　

ま
た
、道
内
の
植
物
目
録
、図
鑑

類
の
多
く
は
ハ
マ
ナ
ス
を
和
名
と
し

て
採
用
し
て
い
る
が
、一
部
は
ハ
マ
ナ

シ
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

筆
者
が
目
に
し
た
ハ
マ
ナ
シ
を
和
名

に
採
用
す
る
道
内
関
係
の
文
献
を

表
1
に
示
す
。
な
お
、谷
口
・
三
上
、

原
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
和
名
を
ハ

マ
ナ
ス
か
ら
ハ
マ
ナ
シ
に
変
更
し
て
い

る
。ハ

マ
ナ
シ
と
坂
本
直
行

　

十
勝
管
内
で
酪
農
に
携
わ
っ
た
坂

本
直な

お

行ゆ
き

（
1
9
0
6
│
1
9
8
2
）
は
、後
に

札
幌
で
山
岳
画
に
専
念
し
た
。
そ
の

随
筆
『
私
の
草
木
漫
筆
』（
2
0
0
0
）

に
は
「
ハ
マ
ナ
シ
」
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
文
が
あ

る
。

　
「
一
般
に
は
、『
は
ま
な
し
』か『
は

ま
な
す
』
か
の
論
争
が
あ
る
が
、
木

に
な
っ
た
実
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
、

そ
の
形
は『
な
す
』
で
は
な
く
『
な

し
』
に
近
い
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

牧
野
図
鑑
に
は『
東
北
人
し
を
す
と

発
音
す
る
よ
り
生
せ
し
称
な
り
』
と

あ
る
。」

　

武
田
・
牧
野
の
説
は「
ハ
マ
ナ
シ
↓

ハ
マ
ナ
ス
」
で
あ
る
が
、東
北
地
方
に

お
い
て「
寿
司
」
が「
市
史
」
、「
降

り
る
人
が
済
ん
で
か
ら
お
乗
り
下
さ

い
」
が「
落
ち
る
人
が
死
ん
で
か
ら
」

と
聞
こ
え
る
例
か
ら
判
断
す
る
と
、

「
ハ
マ
ナ
ス
↓
ハ
マ
ナ
シ
」
の
転
訛
（
筆

者
の
新
説
）
も
可
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ナ
シ
果
実
に
は
似
て
お
ら

ず
、蔕へ

た

の
あ
る
カ
キ
果
実（
写
真
1
）
や

ト
マ
ト
果
実（
写
真
2
）
に
形
と
色
が
似

て
い
る
、
と
筆
者
は
思
う
。
江
戸
時

代
前
期
に
導
入
さ
れ
た
ト
マ
ト
は
、

唐
な
す
び
、唐
ガ
キ
、珊さ
ん
ご
な
す
び

瑚
茄
な
ど

と
称
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
典

的
名
称
は
当
時
の
ナ
ス
果
実
が
カ
キ

果
実
に
似
た
偏
平
で
丸
形
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

青
森
、岩
手
及
び
秋
田
各
県
の
ト
マ

ト
方
言
ト
ー
ナ
ス
、
ト
ー
ナ
シ
は
、唐

な
す
び
↓
ト
ー
ナ
ス
↓
ト
ー
ナ
シ
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

も
し
坂
本
が
丸
ナ
ス
の
存
在
や
ト

マ
ト
の
旧
名
、東
北
方
言
を
知
っ
て

い
た
な
ら
、「
一
目
瞭
然
」「
あ
き
ら

か
」
な
ど
と
い
う
断
定
的
な
言
葉
は

用
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

札
幌
市
内
の
公
園

　

公
益
財
団
法
人
札
幌
市
公
園
緑

化
協
会
の
管
理
す
る
札
幌
市
内
の

公
園
30
の
う
ち
、管
理
事
務
所
の
あ

る
17
カ
所
に
つ
い
て
、同
協
会
か
ら
ハ

マ
ナ
ス
植
栽
の
有
無
、表
示
等
の
情

報
提
供
を
受
け
た
（
表
2
）
。
植
栽
さ

れ
て
い
た
公
園
は
13
あ
り
、
そ
の
う

ち
表
示
が
あ
っ
た
の
は
、表
2
に
示

す
よ
う
に
ハ
マ
ナ
ス
4
カ
所
、ハ
マ
ナ

シ
2
カ
所
の
計
6
カ
所
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
前
田
森
林
公
園
（
手
稲
区
）

に
表
示
は
な
い
が
、「
今
後
表
示
す

る
場
合
は
ハ
マ
ナ
ス
で
記
載
予
定
（
林

野
庁
・
北
海
道
庁
・
宮
内
庁
で
は
ハ
マ
ナ
ス
だ
か

ら
）
」
と
い
う
。
ま
た
、
モ
エ
レ
沼
公

園
（
東
区
）
に
ハ
マ
ナ
ス
の
植
栽
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
等
で
尋
ね
ら

れ
た
時
は
両
方
の
名
前
を
紹
介
し
て

い
る
」
と
い
う
。

和
名
調
査

　

北
海
道
に
お
け
る
ハ
マ
ナ
ス
の
呼

び
名
に
関
す
る
調
査
を
植
物
画
家
、

北
大
職
員
、N
P
O
法
人
、
親
類
、

知
人
等
の
協
力
も
得
て
、3
9
5
名

（
男
性
1
5
1
名
、女
性
2
4
2
名
、性
別
無
回
答

2
名
、
共
に
20
〜
90
歳
代
）
に
つ
い
て
行
っ

た
。
筆
者
は
面
接
、電
話
等
に
よ
る

聞
き
取
り
や
メ
ー
ル
を
主
と
し
、協

力
依
頼
分
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
へ
の

回
答
を
主
と
し
た
。各
人
の
道
内
出

身
地
あ
る
い
は
在
住
地
を
表
3
に
示

す
。

　

そ
の
結
果
、
大
多
数
は
ハ
マ
ナ
ス

で
あ
っ
た
が
、
19
名
（
4
・
8
％
）
が
ハ

マ
ナ
シ
と
回
答
し
た
。男
性
は
8
名

（
5
・
3
％
）
、
女
性
は
11
名
（
4
・
5
％
）

で
、
男
性
の
比
率
が
わ
ず
か
に
高

か
っ
た
。
ハ
マ
ナ
シ
派
の
出
身
地
あ

る
い
は
在
住
地
は
北
海
道
全
域
に

拡
が
っ
て
い
た
が
、
網
走
（
オ
ホ
ー
ツ

ク
）
管
内
1
・
9
％
、十
勝
管
内
0
・

0
％
、石
狩
管
内
3
・
6
％
、胆
振

管
内
4
・
1
％
、
渡
島
管
内
7
・

1
％（
50
人
以
上
の
管
内
の
み
算
出
）
と
日
高

山
脈
の
東
で
低
く
、西
で
高
い
傾
向

が
認
め
ら
れ
た
。

書名 著者名 出版年
えりも町の植物 三浦忠雄 1978
斜里海岸の植物 千田正雄 1980
利尻島の植物目録と礼文島特産植物目録 松野力蔵 1984
新版北海道の植物―野の花 谷口弘一・三上日出夫 1989
札幌の植物 原松次 1992
北海道の野の花 最新版 谷口弘一・三上日出夫 2005
花も実も美しい！ 堀内仁 2013

区 公園名 表示名称 表示名称の理由（根拠、基準等）

北 百合が原公園 ハマナシ 過去に在籍していた職員の見解
に基づく

豊平 豊平公園 ハマナス 『園芸植物大事典』（小学館、
1988）を参考に

清田 平岡公園 ハマナス 公園造成時に設置

手稲 手稲稲積公園 ハマナス 札幌市の公園造成図の植栽図表
記に準じる

中央 旭山記念公園 ハマナシ 百合が原公園の慣例に従う
南 滝野すずらん丘陵公園 ハマナス 国作成の図面表示に準じる

■表1　ハマナシを和名に採用している道内関係の文献

■表2　ハマナスを植栽する札幌市の公園とその名称

＊植栽されているが表示なし：大通、中島、川下、厚別、農試、前田森林、西岡の７公園
＊植栽なし：円山、モエレ沼、平岡樹芸センター、月寒の４公園
データ提供：公益財団法人札幌市公園緑化協会　2019年11月

写真1  カキ果実＜札幌市北区、2019.11.24＞

写真2  ハマナス果実（左）、トマト果実（右上）及びミニトマト果実（右下）＜2019.8.15＞
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回
答
者
の
一言（
ハ
マ
ナ
ス
他
）

　
「
ハ
マ
ナ
シ
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
な

い
」
は
稚
内
市
出
身
の
30
代
前
半
女

性
の
声
。「
ハ
マ
ナ
ス
は
ハ
マ
ナ
ス
」。

道
北
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
出

身
者
の
多
く
は
こ
れ
に
類
し
た
回
答

で
あ
っ
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、十
勝
は
坂
本
直

行
の
活
躍
し
た
地
で
あ
り
、没
後
40

年
近
く
経
っ
た
今
も
「
直ち

ょ
っ
こ
う行
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
人
気
が
あ
る
。
そ
の
影

響
で
ハ
マ
ナ
シ
派
1
〜
2
割
と
の
予

想
の
下
、帯
広
市
在
住
者
を
対
象
に

聞
き
取
り
調
査
を
依
頼
し
た
。
し
か

し
、
65
名
（
男
性
20
名
、女
性
45
名
、共
に
30

〜
80
歳
代
）中
ハ
マ
ナ
シ
と
回
答
し
た
市

民
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
坂
本

が
ハ
マ
ナ
シ
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、

別
名
と
し
て
ハ
マ
ナ
シ
を
知
っ
て
い
る

人
が
多
数
を
占
め
、前
述
の
地
域
と

は
様
相
を
異
に
し
た
。

　

回
答
は
ハ
マ
ナ
ス
で
あ
る
が
、「
青

森
県
出
身
の
祖
父
母
は
ハ
マ
ナ
シ
と

言
っ
て
い
た
」（
宗
谷
管
内
豊
富
町
出
身
70

代
女
性
）
、「
出
身
地
の
弘
前
で
は
ハ
マ

ナ
シ
と
言
っ
て
い
た
」（
登
別
市
在
住
70
代

女
性
）
と
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
東
北
地

方
に
お
け
る
訛
り
を
確
認
で
き
た
。

ま
た
、「
昔
は
ハ
マ
ナ
シ
と
言
っ
て
い

た
」（
札
幌
市
出
身
90
代
男
性
）
、「
花
は
ハ

マ
ナ
ス
、
実
は
ハ
マ
ナ
シ
」（
札
幌
市
在

住
80
代
男
性
）
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ

た
。

『
知
床
旅
情
』と

ハ
マ
ナ
ス
の
普
及

　

札
幌
市
出
身
の
50
代
及
び
60
代

男
性
か
ら
は
「『
知
床
旅
情
』
の
歌

詞
で
ハ
マ
ナ
ス
と
認
識
し
て
い
る
人

が
多
い
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
歌
謡
曲
に
関
し

て
は
、森
繁
久
弥
が
1
9
6
0
年
（
昭

和
35
年
）
に
発
表
し
た
時
は
ハ
マ
ナ
シ

で
、1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）
に
加
藤

登
紀
子
が
歌
っ
て
ヒ
ッ
ト
し
た
時
は

ハ
マ
ナ
ス
で
あ
っ
た
、
と
い
う
情
報
が

羅
臼
町
在
住
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

全
国
的
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と

に
よ
り
ハ
マ
ナ
ス
の
知
名
度
が
上
が

り
、
呼
び
方
を
ハ
マ
ナ
シ
か
ら
ハ
マ

ナ
ス
に
変
更
し
た
人
も
多
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、福
岡
県
出
身
札
幌
市
在

住
の
70
代
男
性
の
コ
メ
ン
ト
は「
九

州
で
は
未
知
、『
知
床
旅
情
』
で
ハ
マ

ナ
ス
を
知
る
」
で
あ
っ
た
。

回
答
者
の
一言（
ハ
マ
ナ
シ
他
）

　

室
蘭
市
生
ま
れ
の
80
代
男
性
は

『
牧
野
植
物
図
鑑
』
に
親
し
ん
で

育
っ
た
た
め
、浜
梨
語
源
説
に
強
い

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
筆
者
の

新
語
源
説
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ

た
。留
萌
市
出
身
70
代
女
性
と
せ
た

な
町
出
身
70
代
男
性
の
回
答
は「
話

す
時
は
ハ
マ
ナ
ス
だ
が
、正
し
い
の
は

ハ
マ
ナ
シ
」
で
あ
っ
た
。

　

函
館
市
及
び
新
ひ
だ
か
町
静
内

の
30
代
女
性
は
親
も
ハ
マ
ナ
シ
と
呼

ん
で
お
り
、親
も
本
人
も
植
物
に
特

に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
室

蘭
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
植
物
に
詳
し

い
50
代
男
性
は
、長
年
慣
れ
親
し
ん

だ
ハ
マ
ナ
シ
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
い
た
。「
浜
の
人
は
訛
り
が
あ
り
、

ハ
マ
ナ
ス
か
ハ
マ
ナ
シ
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
」（
胆
振
管
内
白
老
町
50
代
女
性
）
と
い

う
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
地
理
的
に
東
北
地
方
に
近
い
こ

と
も
あ
り
、訛
り
が
方
言
と
し
て
定

着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

岩
見
沢
市
出
身
者
か
ら
は「
年
配

の
人
が
ハ
マ
ナ
シ
と
言
う
の
を
聞
く
」

（
20
代
男
性
）
と
の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ

た
。
さ
ら
に
、60
代
男
性
の
ハ
マ
ナ
シ

と
い
う
回
答
や「
出
身
地
の
岩
見
沢

市
で
ハ
マ
ナ
シ
、
在
住
地
の
登
別
市

で
ハ
マ
ナ
ス
」（
60
代
女
性
）
と
い
う
回
答

も
あ
っ
た
。

　

筆
者
の
新
説
に
よ
り
「
こ
れ
ま
で

に
し
た
。「
語
源
や
方
言
、訛
り
が
ど

う
の
こ
う
の
な
ど
関
係
な
い
」
が
道

民
の
一
般
的
な
答
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
マ
ナ
ス
と
ハ
マ
ナ
シ

　

北
海
道
の
全
体
的
傾
向
と
し
て

は
和
名
ハ
マ
ナ
ス
が
普
及
し
て
お
り
、

道
民
の
多
く
は
語
源
や
訛
り
を
全
く

意
識
す
る
こ
と
な
く
紅
紫
色
の
大
き

な
花（
写
真
3
）
を
眺
め
て
い
る
と
推
察

さ
れ
る
。
北
海
道
の
花
に
選
ば
れ
、

公
園
な
ど
に
も
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
調
査
で
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
花
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答

し
、
そ
の
知
名
度
と
人
気
の
高
さ
を

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

道
南
と
後
志
、胆
振
、日
高
、空

知
地
方
に
は
ハ
マ
ナ
ス
派
と
ハ
マ
ナ

シ
派
が
混
在
し
た
。道
南
は
松
前
方

言
ハ
マ
ナ
シ
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ
人

た
ち
も
多
く
、地
理
的
に
も
東
北
地

方
に
近
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

た
。後
志
、胆
振
、日
高
、空
知
地
方

の
一
部
の
地
域
に
お
い
て
も
、方
言
ハ

マ
ナ
シ
が
生
き
続
け
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
た
。

　
一
方
、牧
野
の
植
物
図
鑑
等
を
座

右
の
書
と
し
て
和
名
ハ
マ
ナ
シ
、
則

ち
浜
梨
語
源
説
を
支
持
し
て
い
る
人

は
、少
数
派
で
は
あ
る
が
道
内
各
地

に
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。牧
野
富
太
郎
の
影
響
力
を

物
語
る
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

浜
梨
語
源
説
懐
疑
派
、

否
定
派

　

深
津
は『
植
物
和
名
の
語
源
探

究
』（
2
0
0
0
）
の
中
で「
植
物
学
者

と
し
て
は
超
一
流
の
牧
野
博
士
が
、

こ
と
語
源
と
な
る
と
、考
証
が
か
な

り
ず
さ
ん
で
あ
り
、
単
な
る
思
い
つ

き
を
筆
に
さ
れ
た
も
の
が
多
い
」、
さ

ら
に
は「
古
来
唱
え
ら
れ
た
説
に
は

十
二
分
な
根
拠
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
ら
を
無
視
し
て
、必
ず
し
も
確

実
と
は
言
い
難
い
ハ
マ
ナ
シ
説
を
、唯

一
絶
対
視
し
て
、
多
く
の
植
物
書
が

い
と
も
簡
単
に
こ
れ
を
正
名
と
し
て

採
用
し
、信
用
あ
る
国
語
辞
典
ま
で

が
こ
れ
に
追
随
す
る
の
は
果
た
し
て

如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

筆
者
が
ハ
マ
ナ
ス
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
っ
た
文
言
の
た
め
、

別
刷
を
出
版
社
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、

「
深
津
氏
は
十
数
年
前
に
鬼
籍
に
入

ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う
返
事
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
筆
者
の
書
棚
に
あ
る

『
考
註 

大
和
本
草
』（
1
9
3
2
）
は
、

挟
ま
れ
て
い
た
紙
片
か
ら
故
人
の

旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
上
記
の
唐
ガ
キ
、珊
瑚
茄
は

『
大
和
本
草
』（
貝
原
益
軒
、1
7
0
8
成
）

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
考
註
書

は
筆
者
の
語
源
新
説
根
拠
文
献
の

一
つ
で
あ
る
。
奇
跡
の
よ
う
な
縁
で

あ
り
、故
人
の
遺
志
を
継
い
だ
形
と

な
っ
た
。

　
一
方
、深
津
が
浜
梨
語
源
説
に
疑

問
を
抱
く
き
っ
か
け
を
与
え
た
管

野
邦
夫
仙
台
市
野
草
園
名
誉
園
長

（
1
9
2
9
│
）
と
は
連
絡
が
取
れ
、
そ
の

縁
で「
河
北
新
報
」
に
波
末
奈
須
比

語
源
説
が
紹
介
さ
れ
た
。
ハ
マ
ナ
シ

の
訛
り
説
を
強
く
否
定
す
る
東
北
人

の
園
長
は
、筆
者
の
論
文
を「
冥
土

の
土
産
に
」
と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

因
み
に
、園
長
か
ら
の
郵
便
物
に
は

い
つ
も〝
ハ
マ
ナ
ス
の
切
手
〞
が
貼
ら

れ
、
葉
書
に
は
〝
ハ
マ
ナ
ス
の
貼
り

絵
〞
が
印
刷
さ
れ
、「
ハ
マ
ナ
ス
を
ハ

マ
ナ
シ
な
ど
と
呼
ば
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

筆
者
の
新
語
源
説
発
表
に
あ
た

り
『
享
保
・
元
文
諸
国
産
物
帳
』

（
1
7
3
5
〜
38
、影
印
本
：
科
学
書
院
、1
9
8
5

〜
2
0
0
3
）
及
び
『
全
国
樹
木
地
方

名
検
索
辞
典
』（
生
物
情
報
社
、2
0
0
7
）

は
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。武

田
・
牧
野
の
存
命
時
、前
書
は
各
地

に
埋
も
れ
散
在
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

閲
覧
で
き
ず
、後
書
の
編
纂
は
最
近

の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
こ
れ

ら
の
文
献
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
、浜
梨
語
源
説
は
生
ま
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
植
物
』（
西
田
達

郎
・
辻
井
達
一
、1
9
8
3
）
の
ハ
マ
ナ
ス
解

説
文
中
に
は「
牧
野
先
生
も
、知
床

を
か
つ
て
お
供
し
た
高
山
植
物
の
大

家
、
武
田
久
吉
先
生
も
、
う
っ
か
り

ハ
マ
ナ
ス
と
い
う
と
必
ず
訂
正
さ
れ

た
。
し
か
し
、今
や
ハ
マ
ナ
シ
、
な
ど

と
い
う
と
逆
に
訂
正
さ
れ
る
。
無
駄

な
抵
抗
か
」
と
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
余
談
と
し

て
付
記
し
て
お
く
。

の
疑
問
が
解
け
た
」
と
喜
ん
だ
植
物

関
係
者
も
多
か
っ
た
が
、「
ハ
マ
ナ

ス
、ハ
マ
ナ
シ
に
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
り

は
な
く
、昔
か
ら
こ
の
名
前
で
呼
ん

で
い
る
」
と
い
う
複
数
の
回
答
も
耳

アンケート調査取り纏め者：安藤牧子（植物画家、石狩市）、酒井育子
（函館市）、清水晶子（植物画家、網走市）、中川孝子（北見市）、長屋
ひろ子（北見市）、佐々木由衣（㈱三省堂書店札幌営業所）、三澤由比子
（特定非営利活動法人キウシト湿原・登別理事長）、乙黒聡子（北海道
大学大学院薬学研究院創薬科学研究教育センター）、齊藤須美子（同
大学院薬学研究院生体分子機能学研究室）、須賀好子（同大学院先端
生命科学研究院化学生物学研究室）、七尾佳菜（同産学・地域協働推
進機構産学連携推進本部）、山本美穂子（同大学文書館）、楢木司（新
琴似むつみゴールドクラブ会長）、大楽宣夫（伊達市）及び大松智子（帯
広市）の各氏。
情報提供者：岡本康寿（公益財団法人札幌市公園緑化協会）、日浦智
子（六花亭製菓㈱文化部）及び三宅郁子（㈱八坂書房編集部）の各氏。

地域 ハマナス 人 ハマナシ 人
根室 根室市、標津町 2 標津町（女90） 1
釧路 釧路市５、弟子屈町 6 － 0

網走
網走市４、北見市24、紋別市11、湧別町、遠軽
町、佐呂間町２、置戸町２、大空町２、斜里町
４、清里町

52 北見市（男60） 1

十勝 帯広市71、池田町、本別町、清水町２、士幌町、
広尾町 77 － 0

日高 平取町、日高町、新ひだか町、浦河町、様似町２ 6 新ひだか町静内（女30） 1

上川 旭川市６、名寄市２、士別市２、富良野市、美瑛
町、東神楽町、美深町 14 － 0

宗谷 稚内市２、豊富町、浜頓別町 4 － 0
留萌 留萌市２ 2 留萌市（女70） 1

空知
岩見沢市５、夕張市４、美唄市２、赤平市２、芦
別市、深川市２、長沼町２、栗山町２、上砂川
町、幌加内町

22 岩見沢市（男60）、夕張市（女70） 2

石狩 札幌市50、石狩市、千歳市３ 54 札幌市２（女70､80） 2

胆振 伊達市33、室蘭市11、登別市11、苫小牧市５、
洞爺湖町５、壮瞥町４、白老町 70 室蘭市２（男50､80）、伊達市（女70） 3

後志 小樽市４、余市町、古平町、仁木町、倶知安町
２、京極町２、蘭越町、寿都町、留寿都村 14 小樽市２（女70､80）、蘭越町（男90） 3

檜山 江差町 1 せたな町（男70） 1

渡島 函館市42、七飯町２、木古内町、松前町２、森町
４、鹿部町 52 函館市３（男60､60、女30）、鹿部町

（女40） 4

合計 376 19

■表3　北海道におけるハマナスの呼び名調査結果
アンケート回答者の出身地または在住地

あねたい・まさき
（北海道大学客員教授）
1949年喜茂別町生まれ。札幌市在住。
1968年函館ラ・サール高等学校卒業。
1977年北海道大学大学院理学研究科
化学専攻博士課程修了。理学博士。
1982年から2014年３月まで北海道立衛
生研究所に勤務し、薬草、山菜、毒草、ア
イヌ民族有用植物などの化学的研究に
従事。定年後、本草学に傾注。2012年か
ら北海道大学大学院先端生命科学研
究院招へい教員、2017年12月から同大
学院薬学研究院招へい教員を兼ね、現
在に至る。保科喜右衛門のペンネーム
で、本誌に「北方本草誌」を連載中。

写真3  ハマナスの花＜札幌市北区、2018.10.10＞
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